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2020 年 12 月期における個別及び連結業績と前期実績値との差異 

並びに関係会社株式評価損（個別）の計上に関するお知らせ 

 

当社は、2020年3月23日に公表しました「業績予想の修正に関するお知らせ」において 2020年12月期の業

績予想を未定としておりましたが、2020年12月期の業績につきまして、前期実績値との差異が生じましたので、

下記のとおりお知らせいたします。 

また、2020年12月期において、下記のとおり個別決算において関係会社株式評価損を計上いたしましたの

で、併せてお知らせいたします。 

記 

 

１．2020年12月期通期連結業績と前期実績値との差異（2020年1月1日～2020年12月31日） 

 営業収益 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する当期

純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前期実績値（A） 
百万円 

4,351 

百万円 

844 

百万円 

768 

百万円 

521 

円 

18.26 

当期実績値（B） 890 △1,333 △1,250 △1,547 △53.58 

増減額（B－A） △3,460 △2,178 △2,019 △2,068 － 

増減率（％） △79.5% － － － － 
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２．2020年12月期通期個別業績と前期実績値との差異（2020年1月1日～2020年12月31日） 

 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前期実績値（A） 
百万円 

4,267 

百万円 

893 

百万円 

828 

百万円 

484 

円 

16.96 

当期実績値（B） 954 △1,137 △1,059 △1,455 △50.39 

増減額（B－A） △3,313 △2,030 △1,887 △1,939 － 

増減率（％） △77.6% － － － － 

 

３．差異の理由（連結及び個別） 

新型コロナウィルス感染症（以下、COVID-19）の全世界における感染拡大の影響により、世界各国で入出国

禁止等の渡航制限や外出制限などの措置が行われており、本日時点（2021年2月12日）も依然としてCOVID-19

の収束時期については不透明な状況が続いており、海外旅行需要が回復期に入るまでは相応の時間がかかる

と見込まれ、厳しい環境下におかれております。 

2020年１月及び２月は前年同期比を上回る営業収益で推移していたものの、３月以降のCOVID-19の感染拡

大による営業収益の大幅な落ち込みにより、営業収益が前年を大きく下回る結果となりました。また利益につき

ましても営業収益の減少を受け、2020年３月上旬の時点で全社的なコスト見直しを行い、広告宣伝費を中心に

大幅な削減を行い、その他、役員報酬の減額、賞与支給の停止、従業員の休業対応による削減など徹底的な

経費削減をおこないましたが、営業収益の減少を補うには至らず、当期実績値が前期実績値を大幅に下回る

結果となりました。 

 

４．個別決算における関係会社株式評価損の計上 

当社が保有する関係会社株式のうち、実質価額が著しく下落した海外連結子会社に対する関係会社株式に

ついて減損処理を実施し、2020年12月期の個別決算において、145,637千円の関係会社株式評価損を特別損

失に計上いたしました。 

なお、当該関係会社株式評価損は、連結決算上消去されるため、連結業績への影響はありません。 

 

 

以上 


